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一平
安
時
代
に
盛
行
し
た
『
蒙
求
』
は
、
わ
が
国
の
幼
学
書
と
し
て
有
名
で
、『
百
詠
』
と
も
い
わ
れ
る
李
の
『
百
廿
詠
』
と
と
も
に
貴
族
の
子
弟
に
学
ば
れ
た
。
『
蒙
求
』
は
中
国
の
故
事
を
四
文
字
の
標
題
に
ま
と
め
て
注
を
付
し
た
形
式
で
あ
り
、
藤
原
氏
一
族
の
教
育
機
関
で
あ
る
勧
学
院
で
も
用
い
ら
れ
て
い
た
ら
し
く
、
「
勧
学
院
の
雀
は
蒙
求
を
囀
る
」
の
諺
も
あ
る
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
や
歌
に
『
蒙
求
』
所
収
の
故
事
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
ほ
か
、『
千
載
佳
句
』
に
も
詠
ま
れ
、『
蒙
求
』
の
故
事
を
詞
書
に
し
て
歌
を
付
し
た
、
源
光
行
の
『
蒙
求
和
歌
』
も
あ
る
。『
蒙
求
』
は
初
学
の
書
と
し
て
用
い
ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
歌
人
達
の
教
養
の
書
と
し
て
も
認
識
さ
れ
、
様
々
な
文
学
作
品
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
い
え
る
。
藤
原
定
家
も
教
養
の
書
と
し
て
『
蒙
求
』
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
よ
う
で
、『
奥
入
』
で
は
『
源
氏
物
語
』
の
巻
々
に
お
け
る
『
蒙
求
』
摂
取
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
し
て
『
明
月
記
』
に
は
「
蒙
求
」
の
語
が
み
え
る
箇
所
も
あ
る
。
十
六
日
。
天
陰
る
。
午
後
に
雨
降
る
。
少
将
為
家
、
近
日
日
夜
蹴
鞠
と
云
々
。
両
主
好
鞠
の
日
に
遇
ひ
、
憖
に
近
臣
と
な
り
、
天
気
の
宜
し
き
に
依
り
頗
る
骨
を
得
る
の
沙
汰
あ
り
。
之
を
聞
き
弥
々
幸
と
な
す
。
楚
王
、
細
腰
を
好
む
の
日
、
宮
中
餓
死
す
る
人
の
如
し
。
一
巻
の
書
を
見
ず
。
七
八
歳
の
時
、
僅
に
読
む
所
の
蒙
求
百
詠
、
猶
以
て
廃
忘
。
是
れ
一
家
不
運
の
然
ら
し
む
。
魔
縁
積
悪
の
祟
り
な
り
。
慟
哭
し
て
余
り
有
り
。（
略
）
（
明
月
記
・
建
保
元
年
五
月
）（
注
１
）
こ
の
記
事
は
、
十
五
歳
の
為
家
が
蹴
鞠
に
熱
中
し
て
一
巻
の
書
も
読
ま
ず
、
七
、
八
歳
で
学
ん
だ
『
蒙
求
』
・
『
百
詠
』
の
内
容
を
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
る
様
を
嘆
い
た
も
の
で
あ
る
。
子
息
の
不
勉
強
を
憂
う
こ
の
記
事
か
ら
、
定
家
も
か
つ
て
初
学
の
書
と
し
て
『
蒙
求
』
を
学
び
、
為
家
と
は
違
っ
て
五
十
二
歳
の
当
時
も
そ
の
内
容
を
記
憶
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
が
窺
え
る
。「
蒙
求
」
の
語
が
み
え
る
の
は
『
明
月
記
』
中
こ
の
箇
所
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
定
家
が
『
蒙
求
』
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
確
た
る
証
拠
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
『
明
月
記
』
に
は
、『
蒙
求
』
所
収
の
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
が
し
ば
し
ば
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
定
家
が
『
蒙
求
』
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
─ 73 ─
定
家
の
貧
の
意
識
と
『
蒙
求
』
―
―
「
原
憲
桑
枢
」
と
の
関
わ
り
―
―
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稿
で
は
『
明
月
記
』
に
み
ら
れ
る
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
を
手
が
か
り
に
、
そ
れ
を
日
記
に
取
り
入
れ
た
定
家
の
心
情
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
二
ま
ず
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
が
わ
が
国
で
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
を
、
『
蒙
求
和
歌
』
や
『
和
漢
朗
詠
集
』
を
中
心
に
み
て
い
き
た
い
。
そ
の
前
に
『
蒙
求
』
の
諸
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
。『
蒙
求
』
に
は
数
多
く
の
諸
本
が
存
在
す
る
が
、
國
立
故
宮
博
物
院
藏
上
巻
古
鈔
本
と
眞
福
寺
寶
生
院
藏
下
巻
古
鈔
本
が
、
平
安
か
ら
鎌
倉
初
期
に
か
け
て
流
布
し
た
最
古
注
と
さ
れ
て
い
る
（
注
２
）
。
こ
れ
ら
の
内
容
は
『
蒙
求
和
歌
』
の
詞
書
の
内
容
と
一
致
し
（
注
３
）
、
定
家
も
読
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
國
立
故
宮
博
物
院
藏
上
巻
古
鈔
本
・
眞
福
寺
寶
生
院
藏
下
巻
古
鈔
本
と
も
に
「
原
憲
桑
枢
」
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
『
蒙
求
和
歌
』
本
文
を
参
考
に
し
た
い
。
原
憲
桑
枢
時
雨
原
　
憲
（
平
）
魯
ノ
原
憲
、
家
マ
ヅ
シ
ク
シ
テ
、
ヨ
モ
ギ
ノ
ト
ノ
ア
ダ
ナ
リ
ケ
レ
バ
、
桑
ノ
木
ヲ
ト
ボ
ソ
ト
セ
リ
、
イ
タ
マ
ニ
ハ
ア
メ
モ
タ
マ
ラ
ズ
シ
テ
、
ト
コ
モ
ク
チ
ヌ
バ
カ
リ
ニ
ナ
リ
ケ
リ
、
ツ
ネ
ニ
絃
歌
ニ
心
ヲ
ス
マ
シ
テ
ノ
ミ
ゾ
ナ
グ
サ
ミ
ケ
ルア
ト
ト
ム
ル
ク
ハ
ノ
ト
ザ
シ
ノ
ユ
フ
グ
レ
ヲ
シ
グ
レ
ナ
ラ
デ
ハ
ト
フ
人
ゾ
ナ
キ
か
ど
と
づ
る
よ
も
ぎ
の
宿
を
と
ふ
も
の
は
よ
は
の
し
ぐ
れ
の
な
さ
け
な
り
け
り
（
平
）
（
蒙
求
和
歌
・
冬
）（
注
４
）
『
蒙
求
和
歌
』
に
は
片
仮
名
本
と
平
仮
名
本
が
あ
り
、（
平
）
は
平
仮
名
本
を
さ
す
。
本
文
の
異
同
は
傍
ら
に
示
し
、
歌
は
並
べ
て
記
し
た
。
孔
子
の
弟
子
の
ひ
と
り
で
あ
る
原
憲
は
生
活
が
貧
し
く
、
蓬
作
り
の
戸
が
不
充
分
で
あ
っ
た
た
め
、
枢
に
桑
の
木
を
用
い
て
い
た
。
こ
れ
が
標
題
の
由
来
で
あ
る
。
枢
は
戸
の
上
下
に
渡
し
た
梁
と
敷
居
に
開
け
た
穴
で
、
そ
こ
に
突
起
を
さ
し
入
れ
て
戸
を
回
転
さ
せ
る
仕
組
み
を
い
う
。
ま
た
二
行
目
に
「
イ
タ
マ
ニ
ハ
ア
メ
モ
タ
マ
ラ
ズ
シ
テ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
原
憲
の
家
の
屋
根
は
雨
漏
り
が
激
し
く
、
床
が
腐
っ
て
崩
れ
そ
う
な
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
貧
し
い
暮
ら
し
に
お
い
て
原
憲
は
心
に
雑
念
が
な
く
、
常
に
絃
歌
を
慰
め
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
詞
書
で
は
貧
し
さ
を
厭
わ
ず
、
心
を
澄
ま
せ
て
生
活
す
る
原
憲
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
物
質
的
に
は
貧
し
く
と
も
志
は
高
い
と
い
う
思
想
で
あ
る
。
「
原
憲
桑
枢
」
は
『
蒙
求
和
歌
』
の
冬
部
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
光
行
の
意
識
や
、
詞
書
の
後
に
付
さ
れ
た
歌
か
ら
は
、
詞
書
に
表
れ
て
い
な
い
要
素
が
見
出
さ
れ
る
。
そ
れ
は
「
か
ど
と
づ
る
」
・
「
よ
も
ぎ
の
宿
」
・
「
ユ
フ
グ
レ
」
・
「
シ
グ
レ
・
よ
は
の
し
ぐ
れ
」
・
「
な
さ
け
」
・
「
ト
フ
人
ゾ
ナ
キ
」
な
ど
の
語
に
表
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
門
戸
が
閉
ざ
さ
れ
た
粗
末
な
家
、
人
も
通
わ
ず
夜
半
の
時
雨
の
み
が
訪
れ
る
、
冬
の
侘
び
し
い
住
ま
い
の
様
で
あ
る
。
ま
た
時
雨
に
つ
い
て
は
詞
書
に
雨
漏
り
の
激
し
い
屋
根
の
描
写
が
あ
っ
た
が
、
歌
に
よ
っ
て
時
雨
に
冬
の
季
節
感
と
叙
情
性
が
付
加
さ
れ
た
と
い
え
る
。
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
が
漢
詩
の
題
材
と
し
て
も
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
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は
、『
文
鳳
抄
』
に
、
桑
枢
芸
幌
　
柴
扉
　
松
扉
孔
子
（
ノ
）
弟
子
原
憲
（
ノ
）
家
貧
（
シ
ク
）
、
桑
枢
ア
リ
。
（
文
鳳
抄
・
戸
）（
注
５
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
窺
え
る
。
ま
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。
瓢
箪
屡
空
（
へ
う
た
ん
し
ば
し
ば
む
な
し
）
草
滋
顔
淵
之
巷
（
く
さ
が
ん
え
ん
の
ち
ま
た
に
し
げ
し
）
藜
　
深
鎖
（
れ
い
て
う
ふ
か
く
と
ざ
せ
り
）
雨
湿
原
憲
枢
（
あ
め
げ
ん
け
ん
が
と
ぼ
そ
を
う
る
ほ
す
）
（
和
漢
朗
詠
集
・
草
・
四
三
七
・
直
幹
）
こ
の
詩
の
後
半
傍
線
部
に
原
憲
の
故
事
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
あ
か
ざ
が
生
い
茂
っ
て
閉
ざ
す
「
藜
深
鎖
（
れ
い
て
う
ふ
か
く
と
ざ
せ
り
）」
の
表
現
が
あ
り
、「
か
ど
と
づ
る
」
の
語
を
用
い
た
『
蒙
求
和
歌
』
の
歌
は
、
こ
れ
を
意
識
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
詩
に
は
「
原
憲
桑
枢
」
と
と
も
に
、
同
じ
く
『
蒙
求
』
所
収
の
「
顔
回
瓢
箪
」
の
故
事
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
詩
の
前
半
部
分
が
そ
れ
に
当
た
る
が
、「
顔
回
瓢
箪
」
も
『
文
鳳
抄
』
・
「
賢
人
」
部
に
引
か
れ
、
漢
詩
の
題
材
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
『
蒙
求
和
歌
』
で
は
閑
居
部
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
載
せ
て
お
き
た
い
。
顔
回
瓢
箪
顔
回
、
家
マ
ズ
シ
カ
リ
ケ
レ
ド
モ
、
文
道
ニ
心
ヲ
ヨ
ロ
コ
バ
シ
メ
ケ
リ
、
一
箪
ノ
食
、
一
瓢
ノ
飲
ノ
ミ
ア
リ
、
ヨ
ソ
ニ
ミ
ル
タ
ビ
ニ
モ
タ
ユ
ベ
ク
モ
ナ
ク
、
ア
ヤ
シ
キ
イ
ホ
リ
ノ
ス
マ
ヒ
ヲ
ミ
ヅ
カ
ラ
ハ
ウ
レ
ヘ
ズ
、
孔
子
、
ソ
ノ
賢
ナ
ル
事
ヲ
ゾ
ツ
ネ
ニ
ホ
メ
給
ヒ
ケ
ル
、
箪
ハ
竹
ノ
籠
、
イ
ヒ
イ
ル
ル
ウ
ツ
ハ
モ
ノ
ナ
リ
、
瓢
ハ
ナ
リ
ヒ
サ
ゴ
、
水
イ
ル
ル
ウ
ツ
ハ
モ
ノ
ナ
リ
サ
ビ
シ
サ
ヲ
タ
レ
ナ
ゲ
ク
ラ
ム
ウ
キ
ヨ
ヲ
バ
シ
ヅ
ミ
テ
シ
モ
ゾ
ス
ム
ベ
カ
リ
ケ
ル
（
蒙
求
和
歌
・
閑
居
）
平
仮
名
本
と
の
大
幅
な
異
同
は
な
い
。
顔
回
は
有
名
な
孔
子
の
弟
子
で
あ
り
、
孔
子
に
そ
の
賢
人
ぶ
り
を
賞
賛
さ
れ
た
。
顔
回
は
家
が
貧
し
く
、
ひ
と
つ
の
飯
入
れ
の
飯
と
ひ
と
つ
の
瓢
の
飲
み
物
し
か
持
た
な
か
っ
た
が
、
清
貧
に
安
ん
じ
て
道
を
楽
し
ん
で
い
た
。
詞
書
に
は
自
ら
の
意
志
で
貧
し
さ
に
身
を
置
い
て
道
を
極
め
る
、
顔
回
の
志
の
高
さ
が
描
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
歌
で
は
「
サ
ビ
シ
サ
ヲ
タ
レ
ナ
ゲ
ク
ラ
ム
」、「
シ
ヅ
ミ
テ
シ
モ
ゾ
ス
ム
ベ
カ
リ
ケ
ル
」
と
寂
し
さ
を
否
定
し
、
清
貧
を
推
奨
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
否
定
す
る
こ
と
で
か
え
っ
て
侘
び
し
さ
や
寂
寥
感
が
強
調
さ
れ
る
。
ま
た
先
に
挙
げ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
で
は
、
原
憲
と
顔
回
は
貧
し
い
暮
ら
し
ぶ
り
を
共
通
項
と
し
て
詠
ま
れ
て
い
る
。
瓢
箪
の
器
は
空
の
時
が
多
い
、
つ
ま
り
飲
食
も
ま
ま
な
ら
な
い
顔
回
の
貧
し
い
生
活
や
、
原
憲
の
雨
漏
り
の
す
る
粗
末
な
家
、
草
が
生
い
茂
り
閉
ざ
さ
れ
た
侘
び
住
ま
い
の
様
が
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
詩
や
『
蒙
求
和
歌
』
の
歌
は
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
か
ら
、
貧
し
さ
や
侘
び
住
ま
い
の
哀
れ
さ
を
取
り
入
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
定
家
も
自
ら
を
顔
回
に
喩
え
て
お
り
、
そ
れ
が
『
明
月
記
』
の
記
述
に
窺
え
る
こ
と
は
、
佐
藤
恒
雄
氏
が
指
摘
し
て
い
る
（
注
６
）
。
卅
日
（
甲
午
）。
天
晴
る
。
風
冷
し
く
雲
惨
む
。（
略
）
除
目
来
た
る
五
日
、
昇
進
分
憂
、
競
望
千
万
と
云
々
。
多
く
は
是
れ
若
少
の
嬰
児
な
り
。
尚
少
々
世
顔
駟
何
を
か
為
さ
ん
や
。（
略
）
（
寛
喜
元
年
九
月
・
六
十
八
歳
）
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こ
の
記
事
は
六
十
八
歳
の
定
家
が
、
除
目
に
際
し
若
い
者
が
昇
進
し
て
ゆ
く
な
か
で
、「
尚
少
々
の
世
顔
駟
何
を
か
為
さ
ん
や
」、
顔
回
の
よ
う
に
貧
し
い
自
分
は
望
み
が
な
い
と
嘆
い
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
も
顔
回
の
賢
人
ぶ
り
で
は
な
く
侘
び
し
い
境
遇
の
方
を
取
り
入
れ
、
自
分
と
重
ね
て
い
る
。
こ
こ
に
は
『
蒙
求
和
歌
』
に
は
な
い
老
い
の
要
素
が
あ
り
、
世
間
か
ら
取
り
残
さ
れ
た
自
ら
の
寂
し
い
境
遇
が
綴
ら
れ
て
い
る
。
三
で
は
定
家
は
「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
『
明
月
記
』
の
原
憲
に
関
す
る
記
述
か
ら
探
っ
て
い
き
た
い
。『
明
月
記
』
に
「
原
憲
」
の
名
が
み
ら
れ
る
の
は
、
定
家
五
十
二
歳
の
建
保
元
（
一
二
一
三
）
年
か
ら
後
、
計
六
箇
所
で
あ
る
。
原
憲
に
つ
い
て
の
記
述
は
継
続
し
て
日
記
に
記
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
大
き
く
分
け
る
と
Ａ
建
保
元
年
に
二
箇
所
、
Ｂ
寛
喜
元
（
一
二
二
九
）
年
（
六
十
八
歳
）
か
ら
同
二
（
一
二
三
〇
）
年
（
六
十
九
歳
）
に
か
け
て
四
箇
所
見
出
せ
る
と
い
っ
た
も
の
で
、
一
定
期
間
の
連
続
で
あ
る
。
こ
の
事
実
か
ら
、
定
家
が
原
憲
の
名
を
日
記
に
用
い
た
動
機
と
し
て
、
当
時
の
社
会
的
背
景
と
そ
れ
に
伴
う
定
家
の
心
境
を
探
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
な
ぜ
建
保
元
年
以
前
に
は
原
憲
の
名
が
見
出
せ
な
い
の
か
な
ど
、
取
り
組
む
べ
き
大
き
な
課
題
も
あ
る
。
し
か
し
今
回
は
ま
ず
こ
の
時
期
区
分
に
そ
っ
て
、『
明
月
記
』
に
お
け
る
原
憲
の
故
事
の
用
い
ら
れ
方
と
、
定
家
の
心
境
を
探
っ
て
い
き
た
い
。
以
下
、
Ａ
の
建
保
期
か
ら
み
て
み
よ
う
。
【
Ａ
建
保
期
】
①
　
廿
日
。
天
晴
る
。
今
日
、
院
尊
勝
陀
羅
尼
と
云
々
。
催
し
無
き
に
依
り
参
ぜ
ず
。
昏
、
坊
城
殿
に
　
　
参
ず
。
緇
素
四
人
謁
せ
ら
る
。
例
講
始
む
る
の
間
、
各
々
聴
聞
す
る
の
間
、
廬
に
帰
る
。
廿
五
日
御
法
の
事
、
束
帯
と
云
々
。
深
更
に
少
将
退
出
す
。
三
月
十
日
、
八
幡
（
鳥
羽
殿
）に
御
幸
。
翌
日
朝
覲
。
十
五
日
賀
茂
に
行
幸
と
云
々
。
連
々
の
晴
、
原
憲
の
計
を
失
ふ
者
な
り
。
（
建
保
元
年
正
月
・
五
十
二
歳
）
②
　
廿
二
日
。
天
晴
る
。
今
日
よ
り
二
品
、
三
七
日
の
逆
修
を
仰
せ
ら
る
と
云
々
（
僧
正
公
胤
・
僧
都
聖
覚
）。
阿
闍
梨
千
性
、
院
よ
り
遣
さ
る
と
云
々
。
原
憲
又
そ
の
方
術
な
し
。
定
め
て
忽
諸
に
処
せ
ら
る
る
か
。
歎
き
と
な
す
。
（
〃
八
月
・
〃
）
①
は
後
鳥
羽
院
主
催
の
、
尊
勝
陀
羅
尼
読
誦
が
あ
っ
た
日
の
記
事
で
あ
る
。
院
か
ら
の
催
促
が
な
い
の
で
定
家
は
出
仕
せ
ず
、
日
暮
か
ら
道
家
邸
に
参
上
し
、
帰
宅
し
た
。
そ
し
て
夜
更
け
に
帰
っ
た
息
子
の
為
家
か
ら
、
出
仕
を
命
ぜ
ら
れ
た
晴
の
行
事
予
定
を
聞
く
。
鳥
羽
殿
御
幸
、
朝
覲
行
幸
、
賀
茂
社
行
幸
な
ど
連
々
の
晴
の
行
事
予
定
か
ら
、
傍
線
部
「
原
憲
の
計
を
失
ふ
者
な
り
」
と
、
経
済
的
に
窮
す
る
自
分
の
境
遇
を
原
憲
に
重
ね
て
い
る
。
②
で
は
藤
原
兼
子
が
二
十
一
日
間
の
逆
修
を
催
す
た
め
、
公
胤
や
聖
覚
な
ど
の
高
僧
が
招
か
れ
、
後
鳥
羽
院
か
ら
阿
闍
梨
千
性
が
遣
わ
さ
れ
た
。
兼
子
は
後
鳥
羽
院
の
皇
子
頼
仁
親
王
の
乳
母
で
、
院
の
信
任
が
篤
く
政
治
的
発
言
力
を
誇
り
、
定
家
も
自
ら
の
出
世
の
た
め
働
き
か
け
て
い
る
。
逆
修
は
死
後
の
冥
福
の
た
め
に
行
う
仏
事
で
あ
る
が
、
傍
線
部
「
原
憲
又
そ
の
方
術
な
し
」
と
あ
る
よ
う
に
、
定
家
は
経
済
的
に
そ
れ
が
出
来
な
い
た
め
、
自
．
．
．
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分
は
き
っ
と
死
後
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
嘆
い
て
い
る
。
こ
こ
で
も
自
分
の
貧
し
さ
を
原
憲
の
そ
れ
に
重
ね
て
い
る
。
定
家
は
『
明
月
記
』
の
な
か
で
、
し
ば
し
ば
自
分
の
貧
し
さ
を
記
し
て
い
る
が
、
Ａ
の
建
保
期
の
①
・
②
と
同
年
の
六
月
に
も
貧
し
さ
を
か
こ
つ
記
述
が
み
ら
れ
る
。
廿
日
。
朝
、
天
漸
く
晴
る
。
辰
後
に
太
陽
鮮
か
な
り
。
午
後
又
陰
る
。
今
日
、
井
を
修
復
す
と
云
々
。
貧
屋
の
井
塞
が
り
、
修
造
す
る
に
及
ば
ず
、
旬
月
を
送
る
。
冷
泉
面
の
井
を
汲
む
と
云
々
。（
略
）
（
建
保
元
年
六
月
）
こ
れ
は
自
宅
の
井
戸
を
修
復
し
た
日
の
記
事
で
あ
る
。
旬
月
と
は
十
日
か
ら
一
ヶ
月
の
間
、
ま
た
十
ヶ
月
と
も
と
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
経
済
的
な
理
由
か
ら
、
塞
が
っ
た
自
宅
の
井
戸
を
、
す
ぐ
に
は
修
復
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
例
と
し
て
、
定
家
の
貧
し
さ
は
『
明
月
記
』
に
し
ば
し
ば
記
さ
れ
る
が
、
実
際
の
定
家
の
経
済
状
態
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
定
家
の
経
済
状
態
や
住
居
に
つ
い
て
は
、
石
田
吉
貞
氏
（
注
７
）
や
村
山
修
一
氏
（
注
８
）
な
ど
に
詳
し
い
調
査
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
定
家
の
経
済
状
態
は
、
荘
園
所
領
か
ら
の
収
入
に
よ
っ
て
左
右
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
定
家
の
荘
園
は
、
父
俊
成
か
ら
伝
領
し
た
近
江
国
吉
富
荘
、
播
磨
国
越
部
荘
・
細
川
荘
で
あ
る
。
し
か
し
直
接
的
な
支
配
権
を
持
た
ず
、
そ
れ
を
他
人
か
ら
横
領
さ
れ
た
り
、
地
頭
の
妨
害
や
自
然
災
害
な
ど
が
原
因
で
収
入
に
打
撃
を
受
け
る
な
ど
、
あ
ま
り
安
定
し
た
経
済
状
態
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
承
久
の
乱
が
起
こ
っ
た
承
久
三
年
以
降
は
、
こ
の
四
つ
の
荘
園
の
支
配
権
が
次
第
に
得
ら
れ
、
定
家
の
経
済
生
活
は
好
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
住
居
に
つ
い
て
は
、
定
家
は
生
涯
に
何
度
か
転
居
し
、
別
宅
も
そ
の
都
度
変
わ
っ
て
い
る
。
定
家
は
一
歳
か
ら
二
十
九
歳
頃
ま
で
五
条
の
家
に
、
三
十
歳
頃
か
ら
四
十
一
歳
ま
で
九
条
の
家
に
、
四
十
一
歳
か
ら
六
十
歳
頃
ま
で
冷
泉
の
家
に
、
六
十
一
歳
頃
か
ら
八
十
歳
で
没
す
る
ま
で
一
条
京
極
の
家
に
住
ん
だ
こ
と
が
『
明
月
記
』
の
記
述
に
窺
え
る
。
そ
こ
で
後
半
の
Ｂ
の
寛
喜
期
に
入
る
前
に
、
定
家
が
住
ん
だ
家
に
つ
い
て
『
明
月
記
』
の
記
述
を
年
代
順
に
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
は
主
に
九
条
・
冷
泉
・
一
条
京
極
の
家
に
つ
い
て
詳
し
く
み
て
い
く
が
、
ま
ず
五
条
の
家
に
つ
い
て
少
し
触
れ
よ
う
。
五
条
の
家
は
父
俊
成
が
住
ん
で
い
た
家
で
、
定
家
は
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
九
条
の
家
に
住
む
ま
で
は
、
七
条
坊
門
や
高
倉
に
家
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
以
下
、
九
条
の
家
に
関
す
る
記
述
を
み
た
い
。
【
九
条
の
家
】
・
　
廿
三
日
。（
略
）
夜
に
入
り
て
坊
門
に
行
く
。
方
違
へ
の
為
な
り
。
（
建
久
九
年
正
月
・
三
十
六
歳
）
・
　
廿
四
日
。（
略
）
暁
鐘
を
聞
き
、
九
条
に
皈
る
。
・
　
卅
日
。（
略
）
今
夜
、
家
神
の
祭
と
云
々
。
件
の
竈
神
、
日
来
坊
門
に
坐
す
。
去
る
廿
七
日
、
此
の
宿
所
の
坤
の
方
に
渡
し
了
ん
ぬ
。
（
正
治
元
年
四
月
・
三
十
八
歳
）
・
　
十
三
日
。（
略
）
九
条
に
帰
る
。
（
正
治
二
年
十
一
月
・
三
十
九
歳
）
・
　
卅
日
。
天
晴
る
。
未
の
時
許
り
に
、
高
倉
の
小
屋
に
渡
り
お
は
し
ま
す
。
破
屋
元
正
の
間
、
便
宜
無
し
。
仍
て
狭
小
と
雖
も
、
此
所
に
宿
す
。
（
建
仁
元
年
十
二
月
・
四
十
歳
）
・
　
廿
八
日
。（
略
）
高
倉
に
帰
る
。
（
建
仁
二
年
正
月
・
四
十
一
歳
）
─ 77 ─
・
　
廿
九
日
。（
略
）
坊
門
の
荒
屋
に
行
き
、
沐
浴
す
る
の
間
、
八
幡
の
精
進
を
始
む
。（
略
）
夜
に
入
り
て
、
高
倉
に
帰
る
。
・
　
一
日
。（
略
）
夕
、
九
条
に
宿
す
。
（
〃
　
二
月
）
・
　
三
日
。（
略
）
又
高
倉
に
帰
る
。
・
　
四
日
。
天
晴
る
。
午
の
時
、
九
条
に
来
た
る
。
女
房
児
子
等
を
相
具
す
。
（
略
）
九
条
に
宿
す
。
・
　
十
三
日
。（
略
）
高
倉
に
帰
る
。
今
日
、
坊
門
の
屋
破
り
始
む
。
こ
の
記
述
か
ら
、
定
家
が
こ
の
時
期
に
九
条
を
本
宅
と
し
、
坊
門
・
高
倉
に
も
宿
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
田
氏
に
よ
る
と
波
線
部
分
で
示
す
よ
う
に
、
坊
門
の
家
は
最
も
早
く
壊
れ
て
い
る
た
め
、
定
家
の
早
い
時
期
の
家
で
あ
り
、
次
に
高
倉
に
住
み
、
そ
れ
も
手
狭
に
な
り
九
条
の
家
に
移
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
九
条
の
家
は
、
傍
線
部
が
示
す
よ
う
に
広
く
て
も
あ
ば
ら
屋
、
高
倉
の
家
は
狭
く
て
も
整
っ
た
家
で
あ
り
、
新
年
に
は
九
条
の
家
は
困
る
た
め
、
狭
く
て
も
高
倉
に
移
っ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
時
期
の
定
家
の
生
活
ぶ
り
に
は
、「
原
憲
桑
枢
」
の
故
事
を
想
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
＊
　
廿
一
日
。
天
晴
る
。（
略
）
夜
に
入
り
、
一
寝
の
後
、
大
雷
鳴
。
其
の
声
猛
烈
。
大
雨
注
ぐ
が
如
し
。
怖
畏
な
す
方
な
し
。
荒
屋
悉
く
漏
る
。
一
時
計
り
の
後
、
休
止
。
又
一
寝
の
間
、
又
雷
鳴
雹
降
る
。
其
の
音
飛
礫
の
如
し
。
小
時
に
し
て
又
止
む
。
恐
る
べ
し
、
恐
る
べ
し
。
予
の
病
、
逐
日
堪
へ
難
し
。
筆
を
採
る
能
は
ず
。
（
建
久
九
年
二
月
・
三
十
七
歳
）
＊
　
廿
四
日
。
乙
酉
。
賀
茂
祭
の
日
な
り
。
巳
の
時
以
後
、
雨
注
ぐ
が
如
し
。
（
略
）
蝸
廬
漏
湿
し
、
寝
所
度
を
失
す
。
乱
代
の
貧
者
、
前
世
の
果
報
、
哀
れ
む
べ
し
。
（
正
治
元
年
四
月
・
三
十
八
歳
）
＊
　
廿
二
日
。
朝
よ
り
雨
降
る
。
午
後
、
注
ぐ
が
如
し
。
夜
に
入
り
雨
止
む
。
（
略
）
連
々
甚
雨
。
又
是
れ
、
炎
旱
の
端
か
。
天
下
替
ら
ず
、
貧
人
の
た
め
に
、
先
づ
以
て
歎
き
を
な
す
。
荒
屋
漏
湿
、
林
宇
に
異
な
ら
ず
。
事
に
於
い
て
貧
乏
、
生
涯
憑
む
所
無
し
。（
略
）
（
正
治
二
年
三
月
・
三
十
九
歳
）
＊
　
十
九
日
（
辛
酉
）。
天
晴
る
。
夜
に
入
り
て
大
雨
、
雷
鳴
、
大
風
。（
略
）
夜
荒
屋
、
雨
漏
り
て
計
略
を
失
す
。
（
建
仁
二
年
七
月
・
四
十
一
歳
）
こ
れ
ら
の
記
事
は
、
大
雨
の
後
に
定
家
の
家
が
ひ
ど
く
雨
漏
り
し
た
こ
と
を
示
す
。
傍
線
部
に
「
荒
屋
」
・
「
蝸
廬
」
と
あ
る
よ
う
に
定
家
は
自
宅
を
狭
い
あ
ば
ら
屋
だ
と
評
し
、
自
ら
を
「
貧
者
」
・
「
貧
乏
」
・
「
貧
人
」
と
言
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
ひ
ど
い
雨
漏
り
の
記
述
は
「
原
憲
桑
枢
」
に
あ
っ
た
、
原
憲
の
雨
漏
り
の
激
し
い
家
を
想
わ
せ
る
も
の
だ
と
も
い
え
る
。
こ
の
時
期
の
定
家
は
本
宅
の
九
条
の
家
、
七
条
坊
門
や
高
倉
と
合
わ
せ
て
三
つ
の
家
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
は
「
○
○
に
帰
る
」
な
ど
と
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
三
軒
の
う
ち
ど
れ
か
雨
漏
り
の
す
る
家
な
の
か
推
測
の
域
を
出
な
い
。
し
か
し
特
に
ど
の
家
だ
と
言
っ
て
い
な
い
点
や
、
九
条
の
家
が
あ
ば
ら
屋
だ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
本
宅
が
雨
漏
り
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
住
ま
い
の
み
じ
め
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
の
頃
の
定
家
の
社
会
的
地
位
は
、
三
十
七
、
八
歳
頃
か
ら
官
途
に
恵
ま
れ
な
い
こ
と
を
し
ば
し
ば
嘆
い
て
い
る
が
、
歌
人
と
し
て
の
精
進
は
続
き
、
正
治
二
年
八
月
二
十
六
日
に
後
鳥
羽
院
百
首
の
催
し
に
際
し
て
昇
殿
を
許
さ
れ
、
同
年
十
月
二
十
六
日
に
は
正
四
位
下
に
叙
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
官
途
に
対
す
る
苦
悩
は
続
き
、
定
家
は
才
能
の
無
い
者
が
財
力
に
よ
っ
て
昇
進
す
る
こ
と
を
非
難
し
て
い
─ 78 ─
る
。
十
三
日
。
朝
後
に
、
天
陰
る
。
巳
の
時
許
り
に
、
聞
書
を
見
る
。
任
官
、
春
秋
の
除
目
の
如
し
。（
略
）
右
少
盛
経
（
儒
名
、
最
も
耳
目
を
驚
か
す
。
元
、
是
れ
無
学
地
下
の
非
人
な
り
）
・
中
務
少
輔
長
信
（
長
兼
朝
臣
挙
ぐ
。
雅
長
卿
の
子
。
時
を
得
て
放
光
の
余
り
、
無
才
、
妻
の
兄
弟
を
挙
ぐ
）（
略
）
菅
為
長
（
中
弁
遂
に
以
て
許
さ
ず
。
之
に
除
す
。
末
代
の
人
、
才
学
無
益
な
り
）
。
在
朝
の
中
将
、
皆
非
人
、
或
は
放
埒
の
狂
者
、
尾
籠
の
白
癡
。
凡
卑
の
下
臈
、
上
臈
を
越
ゆ
べ
か
ら
ず
。
非
器
の
上
臈
、
昇
進
の
道
理
な
き
の
由
、
評
定
す
と
云
々
。
除
目
毎
に
、
剰
へ
五
十
人
を
加
ふ
。
末
代
の
中
少
将
、
疋
夫
に
異
な
ら
ず
。（
略
）
兼
定
・
盛
経
・
成
業
・
業
を
成
す
に
あ
ら
ず
、
漢
字
を
書
か
ず
。
商
賈
の
力
、
造
作
の
勤
め
に
依
り
加
圧
。
（
略
）
（
元
久
元
年
四
月
・
四
十
三
歳
）
こ
こ
に
は
漢
字
を
書
か
ず
無
才
の
人
間
が
、
富
の
力
で
昇
進
す
る
社
会
へ
の
反
抗
心
が
窺
え
る
。
学
問
や
教
養
の
あ
る
者
が
昇
進
す
べ
き
で
、
財
力
が
あ
っ
て
も
無
才
の
者
は
そ
う
な
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
理
想
、
物
質
的
な
も
の
で
は
な
く
、
精
神
的
な
も
の
に
価
値
を
置
く
定
家
の
姿
勢
を
窺
わ
せ
る
。
こ
う
し
た
価
値
観
が
、
原
憲
や
顔
回
な
ど
の
中
国
の
思
想
家
に
自
分
を
よ
そ
え
る
定
家
の
行
動
に
関
わ
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、
定
家
は
社
会
の
不
条
理
に
対
し
自
分
を
慰
め
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
で
は
そ
れ
か
ら
約
十
年
後
の
、
Ａ
の
建
保
期
に
お
け
る
定
家
の
社
会
的
地
位
や
住
ま
い
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
時
期
、
定
家
は
二
条
の
北
に
あ
る
冷
泉
の
家
に
住
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
【
冷
泉
の
家
】
・
十
六
日
。
雨
雪
霏
々
。
馬
助
忠
綱
入
り
来
た
る
。
冷
泉
の
地
に
居
住
す
べ
き
の
由
、
早
く
請
け
取
る
。
造
作
の
思
ひ
有
る
に
依
り
、
其
の
辺
り
に
宅
を
立
つ
べ
き
の
由
、
下
知
す
る
の
処
、
其
の
中
の
家
、
忽
ち
之
を
売
る
。
忠
綱
買
ひ
取
り
、
此
の
如
く
に
示
す
所
な
り
。
堪
へ
難
し
と
雖
も
、
近
日
此
の
輩
の
事
、
是
非
に
及
ば
ず
。
領
状
し
了
ん
ぬ
。（
略
）
（
建
仁
元
年
十
一
月
・
四
十
一
歳
）
・
　
十
八
日
。（
略
）
静
快
已
講
と
相
共
に
、
冷
泉
北
の
地
の
小
家
に
行
き
向
ひ
、
之
を
見
て
帰
宅
す
。（
略
）
（
建
仁
二
年
正
月
・
四
十
二
歳
）
・
　
十
一
日
。（
略
）
女
房
を
相
具
し
、
密
々
冷
泉
に
入
り
小
食
了
り
て
一
寝
す
。
（
〃
　
三
月
）
・
　
十
一
日
。（
略
）
今
夜
、
九
条
に
宿
す
。
抑
々
冷
泉
に
宿
す
る
の
後
、
未
だ
本
所
を
儲
け
ず
。
忘
却
に
依
る
な
り
。
仍
て
今
夜
之
に
宿
す
。（
〃
　
四
月
）
・
　
廿
七
日
。（
略
）。
今
夜
、
坤
の
新
屋
に
尼
上
渡
り
宿
さ
る
。
女
房
、
年
来
此
の
事
を
懇
望
す
。
仍
て
、
日
来
形
の
如
く
に
造
営
せ
し
な
り
。
半
作
と
雖
も
、
宿
し
始
め
ら
れ
了
ん
ぬ
。
（
〃
　
八
月
）
・
　
十
九
日
。
築
垣
（
忠
綱
跡
）
今
日
功
を
を
終
え
了
ん
ぬ
。（
略
）
（
承
元
元
年
二
月
・
四
十
六
歳
）
・
　
廿
七
日
。（
略
）
年
来
懈
怠
の
竈
神
、
九
条
に
あ
り
。
明
日
之
を
迎
ふ
。
（
略
）
（
〃
　
四
月
）
・
　
十
四
日
。（
略
）
今
日
東
門
を
破
り
、
其
の
跡
に
築
墻
を
築
か
し
む
。
・
　
十
六
日
。
天
晴
る
。
今
日
門
を
立
つ
（
本
門
の
南
な
り
）。
又
北
に
土
門
を
立
つ
。
（
〃
　
十
月
）
─ 79 ─
・
　
六
日
。（
略
）
今
日
、
番
匠
を
召
し
て
、
雑
舎
の
木
作
り
を
始
め
し
む
。
（
建
暦
元
年
八
月
・
五
十
歳
）
・
　
十
五
日
。（
略
）
日
来
、
侍
の
屋
を
作
ら
し
む
。
形
の
如
く
に
半
作
。
今
夜
侍
等
、
件
の
所
に
宿
せ
し
む
。（
略
）
（
〃
　
十
月
）
冷
泉
の
家
は
最
初
定
家
が
買
い
取
っ
て
造
作
を
計
画
し
て
い
た
が
、
そ
の
中
の
家
を
後
鳥
羽
院
の
寵
臣
で
あ
る
忠
綱
が
買
っ
た
た
め
、
後
の
難
を
恐
れ
て
承
諾
し
た
と
い
う
事
情
が
あ
る
。
そ
の
後
に
定
家
は
忠
綱
を
立
ち
退
か
せ
て
築
垣
を
作
っ
て
い
る
。
冷
泉
の
家
は
あ
ま
り
満
足
の
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
、
定
家
は
増
改
築
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
し
か
し
波
線
部
で
示
し
た
よ
う
に
、
増
築
し
た
家
屋
に
定
家
の
妻
の
要
望
で
、
彼
女
を
少
女
期
に
養
っ
た
叔
母
に
当
た
る
尼
を
住
ま
わ
せ
る
な
ど
、
自
分
の
住
む
べ
き
家
と
し
て
概
ね
定
着
し
て
い
た
ら
し
い
。
社
会
的
に
は
、
建
暦
元
年
・
五
十
歳
で
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
る
と
と
も
に
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
、
公
卿
の
仲
間
入
り
を
果
た
し
た
の
を
期
に
順
調
に
昇
進
し
て
い
る
。
そ
の
後
建
保
二
年
に
参
議
に
、
同
四
年
正
月
十
三
日
に
治
部
卿
に
任
ぜ
ら
れ
た
後
、
十
二
月
に
は
正
三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
恵
ま
れ
た
時
期
に
当
た
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
藤
原
兼
子
の
庇
護
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
定
家
は
こ
の
よ
う
な
時
期
に
『
明
月
記
』
の
な
か
で
貧
し
さ
を
嘆
き
、
自
分
を
原
憲
に
重
ね
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
貧
し
さ
の
意
識
は
実
生
活
と
必
ず
し
も
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
四
で
は
更
に
『
明
月
記
』
の
Ｂ
の
寛
喜
期
に
進
み
た
い
。
【
Ｂ
寛
喜
期
】
①
　
三
日
（
己
亥
）。
天
晴
る
。
午
後
、
南
よ
り
陰
る
。
少
し
く
雷
鳴
。
（
未
だ
雲
雨
を
持
た
ざ
る
に
忽
ち
暗
し
。
申
の
時
止
む
。
天
猶
陰
る
）
今
日
川
崎
、
卅
講
を
始
む
。
上
人
の
勧
進
、
天
下
の
人
為
毎
日
マ
マ
頭
。
国
母
、
仙
院
、
博
陸
、
殿
下
数
多
し
。
前
執
柄
、
太
政
大
臣
（
三
人
と
云
々
。
松
殿
を
加
ふ
る
か
）
、
奉
加
（
各
々
別
当
、
署
を
加
ふ
）
。
先
日
、
門
前
に
来
た
り
て
此
の
事
を
示
す
。
原
憲
の
隠
逸
、
旁
々
貴
人
の
中
に
交
は
る
べ
か
ら
ず
。
軽
微
の
消
塵
に
於
て
は
、
雑
人
の
中
に
交
は
る
べ
き
由
返
答
し
了
ん
ぬ
。
（
寛
喜
元
年
五
月
・
六
十
八
歳
）
②
　
廿
七
日
（
癸
亥
）
。
朝
天
晴
る
。（
略
）
定
修
音
信
。
前
宮
内
卿
（
歌
仙
）
の
家
に
群
盗
入
り
、
侍
一
人
を
斬
り
（
死
せ
ず
）
、
其
の
装
束
等
を
取
る
云
々
。
原
憲
の
貧
老
・
芝
樊
　
の
歎
を
嫌
は
ず
。
何
を
か
為
さ
ん
や
。
（
〃
六
月
・
〃
）
③
　
七
日
（
壬
寅
）。
旱
天
、
其
の
期
無
き
事
か
。
諸
井
皆
乾
く
。
此
の
家
僅
に
残
る
（
其
の
水
已
白
濁
）。
巳
の
時
許
り
に
宰
相
来
た
る
。
羊
の
時
許
り
に
大
炊
御
門
中
将
来
臨
の
次
で
に
聞
き
及
ぶ
。
卿
二
品
の
腫
物
更
に
減
気
な
し
。
大
略
、
時
を
待
つ
か
の
躰
か
と
云
々
。
朔
の
比
、
坊
中
納
言
（
実
基
）
に
到
る
。
少
将
頼
基
等
、
其
の
家
中
に
在
り
。
其
の
比
、
猶
歿
後
の
事
云
ひ
出
す
人
無
し
。
禁
忌
の
体
な
り
。
但
し
、
所
領
悉
く
修
明
門
院
に
進
む
。
領
家
に
於
て
は
中
納
言
の
妻
に
譲
る
と
云
々
。（
略
）
知
音
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
窮
人
．
─ 80 ─
の
情
を
察
す
る
に
依
り
、
宰
相
に
示
し
付
け
了
ん
ぬ
。
明
後
日
下
向
と
云
々
。
二
品
の
親
姪
、
近
年
放
光
す
と
雖
も
、
其
の
身
已
に
沈
淪
。
原
憲
の
上
、
憐
愍
の
限
り
に
あ
ら
ず
。
予
の
如
き
か
。
成
親
卿
の
嫡
孫
、
已
に
百
里
奚
の
如
し
。
悲
し
む
べ
く
、
又
恐
る
べ
し
。
（
寛
喜
元
年
八
月
・
六
十
八
歳
）
④
　
十
六
日
（
甲
戌
）、
朝
天
陰
る
。
終
日
雲
暗
し
。
夜
、
月
漸
く
晴
る
と
云
々
。
万
邦
の
飢
饉
、
関
東
の
権
勢
已
下
常
膳
を
減
ず
る
の
由
、
閭
巷
の
説
耳
に
満
つ
と
云
々
。
原
憲
の
枢
、
病
に
あ
ら
ず
と
雖
も
、
存
命
し
難
き
か
。
長
病
期
な
く
、
短
早
く
暮
る
。（
略
）
（
寛
喜
二
年
十
月
・
六
十
九
歳
）
①
で
は
法
華
三
十
講
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
定
家
は
自
宅
に
引
き
籠
も
っ
て
い
る
。
傍
線
部
「
原
憲
の
隠
逸
、
旁
々
貴
人
の
中
に
交
は
る
べ
か
ら
ず
」
と
、
勢
力
の
盛
ん
な
貴
人
に
交
わ
ろ
う
と
し
な
い
自
分
の
姿
を
、
世
を
避
け
て
隠
れ
る
原
憲
と
重
ね
て
い
る
。
ま
た
②
で
は
、
家
隆
の
宅
に
数
人
の
強
盗
が
押
し
入
り
、
侍
一
人
を
斬
っ
て
そ
の
装
束
を
は
ぎ
取
っ
た
と
い
う
風
聞
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
に
対
し
て
定
家
は
、
傍
線
部
「
原
憲
の
貧
老
・
芝
樊
の
歎
を
嫌
は
ず
」、
自
分
は
原
憲
の
よ
う
に
貧
老
で
あ
る
か
ら
、
か
え
っ
て
盗
ら
れ
る
も
の
な
ど
な
い
と
し
、
自
ら
の
境
遇
を
原
憲
の
そ
れ
に
重
ね
て
肯
定
し
て
い
る
。
③
と
④
で
は
、
こ
の
年
に
世
の
中
を
襲
っ
た
大
飢
饉
の
様
子
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
藤
原
兼
子
が
腫
れ
物
の
悪
化
で
危
篤
に
陥
り
、
財
産
が
修
明
門
院
藤
原
重
子
と
実
基
の
妻
に
譲
ら
れ
る
様
を
記
し
た
の
が
③
で
あ
る
。
先
に
も
述
べ
た
が
、
兼
子
は
後
鳥
羽
院
第
一
の
乳
母
で
あ
り
、
院
だ
け
で
な
く
寵
妃
重
子
の
信
任
も
篤
か
っ
た
が
、
承
久
の
乱
後
に
院
が
隠
岐
に
流
さ
れ
て
か
ら
は
勢
力
が
衰
え
た
。
こ
こ
で
定
家
は
傍
線
部
「
原
憲
の
上
、
憐
愍
の
限
り
に
あ
ら
ず
。
予
の
如
き
か
」
と
、
兼
子
の
親
族
の
逼
塞
を
原
憲
の
身
の
上
に
喩
え
、
ま
る
で
自
分
の
よ
う
だ
と
評
し
て
い
る
。
④
の
傍
線
部
は
『
荘
子
』
の
、
同
じ
く
孔
子
の
弟
子
で
あ
る
子
貢
と
原
憲
の
問
答
に
拠
っ
て
い
る
。
な
ぜ
貧
を
患
う
の
か
と
い
う
子
貢
の
問
い
に
対
し
、
原
憲
は
財
の
な
い
の
が
貧
で
あ
り
、
道
を
学
ん
で
も
実
行
し
な
い
の
が
病
で
あ
る
か
ら
、
自
分
は
た
だ
貧
し
い
だ
け
で
病
で
は
な
い
と
答
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
定
家
は
、
自
分
の
貧
し
さ
は
原
憲
の
そ
れ
と
同
じ
く
病
で
は
な
い
が
、
大
飢
饉
の
た
だ
中
で
は
生
き
長
ら
え
る
こ
と
は
難
し
い
か
と
自
問
し
て
い
る
。
Ｂ
の
寛
喜
期
は
、
定
家
貞
応
元
年
・
六
十
一
歳
で
従
二
位
に
叙
せ
ら
れ
、
安
貞
元
年
・
六
十
六
歳
で
正
二
位
に
叙
せ
ら
れ
た
二
年
後
に
当
た
る
。
こ
れ
ら
の
昇
進
は
承
久
の
乱
の
後
、
定
家
の
妻
の
実
家
で
あ
る
西
園
寺
家
の
庇
護
に
よ
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
正
二
位
に
つ
い
て
は
、
定
家
自
身
十
月
廿
二
日
の
日
記
に
「
正
二
は
人
臣
の
極
位
な
り
」
と
喜
び
と
満
足
を
表
し
て
お
り
、
そ
の
地
位
は
安
定
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
住
ま
い
は
、
六
十
一
歳
頃
か
ら
一
条
京
極
の
家
に
移
っ
て
い
る
。
一
条
京
極
の
家
は
『
徒
然
草
』
百
三
十
九
段
に
「
京
極
中
納
言
は
、
な
ほ
一
重
梅
を
な
ん
、
軒
近
く
植
ゑ
ら
れ
た
り
け
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
定
家
の
別
称
に
用
い
ら
れ
る
ほ
ど
定
着
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
家
は
檜
皮
葺
の
新
築
で
、
村
山
修
一
氏
の
考
察
に
も
あ
る
が
、
定
家
は
そ
の
園
芸
趣
味
か
ら
庭
に
様
々
な
草
木
を
植
え
て
い
る
。
一
条
京
極
の
家
が
完
成
す
る
過
程
に
つ
い
て
は
、『
明
月
記
』
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
長
い
引
用
に
な
る
が
、
定
家
の
庭
作
り
の
様
子
と
と
も
に
載
せ
て
お
き
た
い
。
【
一
条
京
極
の
家
】
・
　
廿
四
日
。（
略
）
今
日
南
の
方
の
地
（
民
家
一
両
を
隔
つ
）、
忠
弘
沙
汰
し
─ 81 ─
買
ひ
取
り
、
券
を
送
る
。
二
戸
主
に
足
ら
ざ
る
か
。
（
嘉
禄
元
年
四
月
・
六
十
四
歳
）
・
　
十
五
日
。（
略
）
南
隣
り
の
地
口
二
丈
許
り
、
鞍
馬
の
住
僧
、
北
小
路
出
雲
の
路
地
を
以
て
取
り
替
へ
ん
と
欲
す
。
今
日
券
を
得
。
（
〃
　
十
月
）
・
　
十
七
日
。
南
の
老
嫗
の
地
、
直
物
を
給
ひ
沙
汰
す
べ
き
の
由
、
忠
弘
入
道
来
た
り
て
之
を
示
し
合
す
。
（
嘉
禄
二
年
九
月
・
六
十
五
歳
）
・
　
卅
日
。（
略
）
老
嫗
の
券
、
今
日
、
直
物
を
賜
ひ
訖
り
て
請
け
取
る
所
な
り
。
西
の
口
三
丈
五
尺
。
此
の
地
幾
ば
く
な
ら
ず
と
雖
も
、
至
要
の
所
な
り
。
奥
に
於
い
て
は
南
北
九
丈
五
尺
と
云
々
。
土
用
以
後
、
築
地
を
築
く
べ
し
。
件
の
三
丈
を
以
て
門
前
と
な
し
、
南
に
向
か
ひ
て
門
を
立
て
ん
と
欲
す
。
・
　
八
日
。（
略
）
吉
日
に
依
り
、
新
屋
・
持
仏
堂
・
小
雑
舎
・
侍
の
屋
（
一
丈
の
間
の
平
屋
）
等
、
四
宇
の
礎
を
居
ゑ
し
む
。
（
〃
　
十
一
月
）
・
　
十
二
日
。（
略
）
今
日
、
新
屋
・
持
仏
堂
の
柱
を
立
つ
。
打
ち
定
め
固
め
、
桁
を
渡
す
（
日
来
、
入
道
の
宅
に
於
い
て
之
を
作
り
儲
く
。）
・
　
十
三
日
（
甲
子
）。（
略
）
今
日
吉
日
に
依
り
、
南
の
方
に
門
を
立
つ
（
巳
の
時
）
。
新
屋
に
棟
を
上
ぐ
（
西
京
極
の
末
）。
小
路
を
更
に
東
西
に
開
く
（
家
の
西
に
築
垣
。
西
に
四
丈
許
り
之
を
置
く
）
。
件
の
道
の
南
面
に
向
か
ひ
て
唐
門
を
立
つ
（
前
の
路
二
丈
の
南
に
、
芝
の
築
垣
あ
る
べ
し
）
。
其
の
東
三
丈
余
り
、
隣
の
境
ひ
の
竹
に
依
り
、
此
の
道
通
ぜ
ざ
る
な
り
。
門
の
内
七
丈
余
り
に
屋
を
立
つ
（
狭
小
な
る
丈
間
、
三
間
四
面
）
。
其
の
東
に
持
仏
堂
を
立
つ
（
六
尺
の
間
、
三
間
四
面
。
七
尺
の
間
庇
あ
り
）
。
屋
の
西
に
五
間
（
丈
間
）
の
平
屋
あ
り
（
侍
所
と
な
す
べ
し
）
。
卑
小
、
倹
約
を
以
て
本
と
な
す
。
然
れ
ど
も
造
作
の
名
字
、
人
定
め
て
属
す
る
か
。
涯
分
に
似
ず
と
雖
も
、
序
門
の
耻
を
思
ふ
に
依
る
な
り
。（
略
）
申
の
時
に
四
宇
の
棟
を
上
げ
了
ん
ぬ
。
番
匠
の
男
（
修
理
職
方
の
未
生
と
云
々
。
入
道
、
年
来
召
し
仕
ふ
。
予
、
惣
じ
て
一
事
を
知
ら
ず
）
に
馬
二
疋
（
屋
の
料
・
堂
の
料
）
を
賜
ふ
。
檜
皮
葺
（
五
位
と
云
々
）
、
馬
一
匹
、
壁
塗
り
馬
一
匹
（
又
各
々
に
禄
を
給
ふ
と
云
々
）
、
随
分
の
作
法
と
称
す
。（
略
）
・
　
廿
五
日
。（
略
）
申
の
時
許
り
に
門
に
檜
皮
を
葺
き
、
棟
を
裹
み
了
ん
ぬ
。
門
前
に
芝
の
築
地
を
築
き
了
ん
ぬ
（
門
前
の
路
三
丈
四
尺
許
り
な
り
）
。（
略
）
・
　
廿
六
日
。（
略
）
番
匠
今
日
よ
り
来
た
る
（
日
来
、
忠
弘
の
宿
所
に
於
い
て
木
作
り
）
。
・
　
卅
日
（
辛
巳
）
。（
略
）
今
日
、
屋
の
檜
皮
を
葺
き
始
む
（
南
面
）
。
・
　
二
日
。（
略
）
工
匠
来
た
ら
ず
。
檜
皮
到
来
せ
ず
と
云
々
。
（
〃
　
十
二
月
）
・
　
十
五
日
。（
略
）
今
日
、
新
屋
に
長
押
を
打
ち
了
ん
ぬ
。
少
々
妻
戸
を
立
つ
。
・
　
廿
日
。（
略
）
今
日
、
適
々
新
屋
を
葺
き
終
ふ
（
一
宇
）
。
・
　
廿
一
日
。
秉
燭
以
後
、
車
に
乗
り
、
北
の
門
を
出
で
、
西
の
大
路
よ
り
更
に
南
の
門
を
入
り
、
新
屋
に
入
る
（
禅
尼
女
子
同
車
。
故
に
車
に
乗
る
者
、
白
衣
同
じ
単
衣
を
着
す
。）
今
夜
、
宿
し
始
め
。（
略
）
・
　
廿
日
（
庚
午
）
。（
略
）
今
日
、
杉
板
の
障
子
三
間
に
図
を
画
き
了
り
て
立
て
訖
ん
ぬ
。
女
絵
文
字
木
之
を
書
く
。
（
安
貞
元
年
正
月
・
六
十
六
歳
）
・
　
廿
九
日
。（
略
）
申
の
時
許
り
に
相
門
使
者
を
賜
ふ
（
左
右
衛
門
尉
藤
秀
資
）
。
東
の
地
券
（
直
銭
五
十
三
貫
）
沙
汰
し
取
り
送
る
の
由
、
其
の
命
有
り
。
自
ら
相
逢
ひ
、
畏
悦
し
申
す
。
女
房
、
夕
に
退
出
す
る
の
後
、
車
に
乗
り
て
新
地
の
南
口
に
行
き
之
を
見
る
。
二
戸
主
余
り
四
十
丈
許
り
と
云
々
。
・
　
五
日
。
東
の
新
地
、
南
に
向
か
ひ
て
門
を
立
て
（
今
日
正
月
節
の
内
、
日
次
宜
し
と
云
々
。
追
ひ
て
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築
垣
を
築
く
べ
し
）、
又
少
々
木
を
栽
ゑ
し
む
（
此
の
庭
よ
り
掘
り
渡
す
）
。（
略
）
（
〃
　
二
月
）
・
　
六
日
。（
略
）
午
の
時
許
り
に
心
寂
房
木
二
本
を
持
ち
来
た
る
（
真
木
三
尺
許
り
。
先
年
栽
う
る
所
、
其
の
年
枯
る
。
仍
て
又
之
を
栽
う
。
白
き
八
重
梅
）
。
・
　
十
三
日
。
経
国
宿
禰
橘
の
下
枝
・
浜
松
三
本
を
送
る
。
各
々
栽
ゑ
畢
ん
ぬ
。
・
　
廿
一
日
。（
略
）
桜
の
小
木
三
本
を
栽
う
。
・
　
廿
二
日
。（
略
）
酉
の
時
に
嵯
峨
よ
り
使
者
帰
る
。
持
ち
来
た
る
桜
の
木
一
本
、
南
庭
に
栽
う
。（
略
）
・
　
廿
四
日
。（
略
）
こ
の
家
の
東
の
垣
の
下
、
本
主
老
嫗
小
社
を
作
る
の
跡
故
、
小
壇
を
儲
け
潔
斎
の
地
と
な
す
（
只
五
尺
許
り
の
み
）。
持
仏
堂
と
な
す
の
後
、
便
宜
な
き
に
依
り
、
今
日
日
次
宜
し
き
を
以
て
、
件
の
壇
の
土
を
運
び
新
地
に
安
ん
ぜ
し
む
。
艮
角
の
檜
木
二
本
、
棕
櫚
一
本
、
同
じ
く
之
を
掘
り
渡
す
。
件
の
所
を
以
て
又
小
祠
を
奉
安
せ
ん
と
欲
す
る
の
故
な
り
。（
略
）
（
〃
　
三
月
）
・
　
廿
五
日
。（
略
）
椿
・
躑
躅
の
木
を
栽
う
。
艮
の
方
の
築
垣
（
左
右
衛
門
佐
と
云
ふ
女
房
宅
の
端
の
方
）
北
の
壺
の
檜
垣
・
柴
垣
等
、
今
日
其
の
事
を
終
ふ
。
こ
こ
に
は
、
定
家
が
一
条
京
極
の
土
地
を
手
に
入
れ
て
家
を
建
て
る
過
程
が
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
定
家
は
波
線
部
分
の
嘉
禄
二
年
十
二
月
二
十
一
日
に
妻
と
女
子
を
伴
っ
て
こ
こ
に
住
み
始
め
る
が
、
点
線
部
分
で
示
す
よ
う
に
、
公
経
か
ら
新
た
に
土
地
を
譲
ら
れ
て
後
も
家
造
り
は
続
く
。
そ
し
て
傍
線
部
の
よ
う
に
、
真
木
・
梅
・
橘
・
桜
・
棕
櫚
・
躑
躅
・
椿
な
ど
、
様
々
な
木
を
植
え
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
安
定
し
た
地
位
と
生
活
ぶ
り
に
も
関
わ
ら
ず
、
定
家
は
貧
し
さ
を
記
し
、
原
憲
の
境
遇
と
重
ね
て
い
る
。
先
に
も
触
れ
た
が
、
自
分
の
貧
し
さ
と
老
い
を
顔
回
の
そ
れ
に
重
ね
、「
尚
少
々
世
顔
駟
何
を
か
為
さ
ん
や
」
と
除
目
に
望
み
が
持
て
な
い
侘
び
し
さ
を
述
べ
た
の
も
、
同
じ
く
寛
喜
元
年
の
九
月
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
寛
喜
期
か
ら
は
、
定
家
の
貧
し
さ
の
意
識
が
実
際
の
生
活
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
は
っ
き
り
と
み
て
と
れ
、
貧
し
さ
・
み
じ
め
さ
は
定
家
の
ポ
ー
ズ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
定
家
は
出
世
を
強
く
望
み
、
権
門
に
も
し
ば
し
ば
働
き
か
け
て
き
た
一
面
も
あ
り
、
①
の
よ
う
に
権
力
の
あ
る
者
に
交
わ
ら
ず
、
世
を
避
け
て
住
む
原
憲
の
姿
と
は
実
際
に
は
重
な
ら
な
い
と
い
え
る
。
と
こ
ろ
で
Ｂ
の
寛
喜
期
は
、
定
家
が
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
の
『
奥
入
』
を
書
い
た
安
貞
元
（
一
二
二
七
）
年
か
ら
わ
ず
か
二
、
三
年
後
に
当
た
る
。
最
初
に
も
述
べ
た
が
、
定
家
は
『
奥
入
』
に
お
い
て
『
源
氏
物
語
』
の
『
蒙
求
』
摂
取
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
れ
は
「
賢
木
」
・
「
蓬
生
」
・
「
未
通
女
」
・
「
藤
裏
葉
」
・
「
若
菜
下
」
・
「
竹
河
」
の
巻
々
に
お
い
て
で
あ
り
、
計
八
話
の
『
蒙
求
』
所
収
の
故
事
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
『
奥
入
』
に
お
け
る
『
蒙
求
』
指
摘
と
、
こ
れ
に
近
い
Ｂ
の
寛
喜
期
に
原
憲
の
名
が
『
明
月
記
』
に
み
ら
れ
る
事
実
は
無
関
係
で
は
な
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
五
こ
れ
ま
で
『
明
月
記
』
に
お
け
る
原
憲
の
記
述
を
み
て
き
た
が
、
定
家
は
貧
し
さ
を
記
す
時
、
自
ら
を
原
憲
の
姿
に
重
ね
て
い
る
。
そ
の
際
に
Ａ
の
建
保
期
で
は
、
貧
し
さ
ゆ
え
の
み
じ
め
さ
が
綴
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｂ
の
寛
喜
期
で
は
そ
れ
を
嘆
く
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
分
を
原
憲
に
ダ
ブ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
境
遇
を
肯
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定
す
る
、
一
種
開
き
直
り
と
も
い
え
る
姿
勢
も
み
ら
れ
た
。
ま
た
第
三
者
の
逼
塞
を
原
憲
の
生
活
ぶ
り
に
喩
え
る
場
合
も
、
や
は
り
自
分
の
境
遇
へ
の
嘆
き
が
投
影
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
定
家
の
貧
し
さ
の
意
識
は
、
実
生
活
と
は
隔
た
っ
た
も
の
だ
と
い
え
る
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
そ
の
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
次
に
挙
げ
る
よ
う
に
、
定
家
が
貴
族
と
し
て
の
理
想
を
藤
原
氏
全
盛
期
、
『
小
右
記
』
の
時
代
に
お
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
廿
七
日
。（
略
）
去
る
夜
の
夢
に
、
小
野
右
府
来
た
り
坐
し
給
ふ
。（
略
）
限
り
な
く
興
有
る
べ
き
事
な
り
と
思
ふ
の
間
、
夢
覚
め
訖
ん
ぬ
。
予
の
本
性
、
古
人
を
慕
ふ
の
心
、
極
め
て
深
し
。
近
日
、
殊
に
日
夜
彼
の
記
を
握
翫
す
（
長
和
の
比
）
。
此
の
執
心
に
依
り
、
此
の
夢
を
見
て
歓
ぶ
か
。
吉
想
の
夢
に
存
ず
。
（
安
貞
元
年
九
月
・
六
十
六
歳
）
こ
れ
は
定
家
の
夢
に
『
小
右
記
』
の
作
者
で
、
小
野
宮
右
大
臣
と
も
称
さ
れ
る
藤
原
実
資
が
現
れ
、
歓
び
の
気
持
ち
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
定
家
は
常
よ
り
古
人
を
慕
う
心
が
強
く
、
特
に
『
小
右
記
』
を
愛
読
し
て
い
た
。
こ
の
ほ
か
に
も
『
明
月
記
』
に
は
、「
門
を
出
で
ず
し
て
旧
記
に
向
か
ふ
」
・
「
旧
記
を
書
く
」
・
「
旧
記
を
見
る
」
等
、
古
い
記
録
に
読
み
ふ
け
り
、
書
写
す
る
記
事
が
み
ら
れ
、
定
家
の
没
頭
の
様
が
窺
え
る
。「
長
和
の
比
」
と
は
一
〇
一
二
〜
一
七
年
・
三
条
天
皇
の
御
代
で
、
藤
原
道
長
全
盛
期
、
平
安
の
最
も
華
や
か
な
時
代
で
あ
る
。
こ
の
記
述
か
ら
、
定
家
が
こ
の
時
代
を
理
想
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、『
明
月
記
』
に
「
原
憲
桑
枢
」
の
記
述
が
み
ら
れ
る
時
代
は
、
北
条
氏
が
幕
府
の
実
権
を
握
り
、
承
久
の
乱
で
後
鳥
羽
・
土
御
門
・
順
徳
の
三
上
皇
が
流
さ
れ
る
と
い
っ
た
、
武
士
の
勢
力
に
よ
っ
て
天
皇
の
勢
力
が
根
本
か
ら
覆
さ
れ
た
時
代
で
あ
る
。
貴
族
ら
し
い
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
当
時
の
社
会
に
対
し
、
定
家
は
不
満
と
危
機
意
識
を
抱
き
、
貧
し
く
と
も
志
を
高
く
持
つ
と
い
う
貴
族
と
し
て
の
誇
り
を
保
と
う
と
し
た
。
原
憲
に
自
身
を
重
ね
る
意
識
は
、
そ
う
し
た
定
家
の
精
神
の
表
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
自
ら
を
原
憲
に
喩
え
て
貧
し
さ
を
肯
定
し
、
開
き
直
る
こ
と
で
、
貴
族
と
し
て
の
自
分
の
現
実
生
活
を
前
向
き
に
捉
え
よ
う
と
す
る
、
定
家
の
姿
勢
が
窺
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
か
ら
前
に
述
べ
た
、
庭
木
を
植
え
る
な
ど
の
定
家
ら
し
い
生
活
ス
タ
イ
ル
を
生
み
出
し
、
貴
族
の
文
化
遺
産
を
後
世
に
残
す
、
古
典
書
写
と
い
う
営
み
が
始
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
定
家
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
白
楽
天
の
閑
適
詩
に
憧
れ
、「
閑
居
」
と
い
う
言
葉
を
し
ば
し
ば
日
記
に
残
し
て
い
る
。
本
稿
で
問
題
に
し
た
時
期
は
、
な
ぜ
白
楽
天
の
「
閑
居
」
で
は
な
く
「
原
憲
桑
枢
」
な
の
か
、
そ
れ
は
今
後
考
え
て
み
た
い
。
注
１
　
『
明
月
記
』
の
引
用
は
、
今
川
文
雄
『
訓
読
明
月
記
』（
河
出
書
房
新
社
、
昭
和
五
十
二
年
）
に
拠
る
。
２
　
池
田
利
夫
編
『
蒙
求
古
註
集
成
』
下
巻
末
の
解
題
、
五
四
五
頁
。（
汲
古
書
院
、
平
成
元
年
九
月
）
３
　
新
釈
漢
文
大
系
『
蒙
求
』
に
お
け
る
解
説
参
照
。
上
巻
四
八
頁
。
４
　
『
蒙
求
和
歌
』
の
表
記
及
び
番
号
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
拠
る
。
５
　
本
間
洋
一
校
注
『
歌
論
歌
学
集
成
別
巻
二
　
文
鳳
抄
』（
三
弥
井
書
店
、
平
成
十
三
年
）
６
　
佐
藤
恒
雄
『
藤
原
定
家
研
究
』（
風
間
書
房
、
平
成
十
三
年
）。
ま
た
、
こ
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の
な
か
で
氏
は
、
定
家
が
『
白
氏
文
集
』
の
「
効
陶
潜
体
詩
十
六
首?
序
」
（
巻
五
・
〇
二
二
一
）
の
詩
を
介
し
て
、
原
憲
や
顔
回
の
閑
居
に
共
感
し
て
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
三
八
二
頁
。
７
　
石
田
吉
貞
『
藤
原
定
家
の
研
究
』（
至
文
堂
、
昭
和
四
十
二
年
）
８
　
村
山
修
一
『
藤
原
定
家
』（
関
書
院
、
昭
和
三
十
六
年
）
（
む
ら
な
か
な
つ
み
／
博
士
後
期
課
程
三
年
在
籍
）
─ 85 ─
